
 

公共交通に関する課題の整理 

令和３年度に実施した各種調査結果や上位計画・関連計画との関連性から見えてきた地

域公共交通の現状の問題に対して「望ましい公共交通の姿」を示し、それら公共交通の姿

を実現するためのテーマを「確保」「改善」「維持」に集約し、３つの「取り組むべき課題」

を整理した。 
 

課題１ 生活のための移動手段の確保 

課題２ 公共交通の利便性の向上 

課題３ 自家用車からの転換と公共交通利用の促進 

 

公共交通に関する課題 

視
点 

現況・問題 
現況・問題に対する 

望ましい公共交通の姿 
分類 取り組むべき課題 

現
況 

各鉄道駅を中心に住居系の

土地利用が広がっている。通

勤通学では鉄道の次いで自

家用車による移動が多い。 

都市拠点にアクセス

できる公共交通ネッ

トワークの形成 

１．交通不便地域の解消・

減少 確
保 

課題１ 

生活のための移動手段

の確保 

５．目的地に移動しやすい

公共交通ネットワークの

充実 
改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

私事の移動手段は自家用車

が最も多く、市街地や幹線道

路は渋滞が慢性化している。 

過度な自家用車依存

を防止する交通ネッ

トワークの強化 

１．交通不便地域の解消・

減少 確
保 

課題１ 

生活のための移動手段

の確保 

５．目的地に移動しやすい

公共交通ネットワークの

充実 

改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

郊外の市街地では近隣市の

鉄道駅や集客施設に移動手

段が少ない。 

隣接市を結ぶ地域間

路線の運行 

１．交通不便地域の解消・

減少 確
保 

課題１ 

生活のための移動手段

の確保 

５．目的地に移動しやすい

公共交通ネットワークの

充実 

改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

人口減少の進行が予測され

る。 

潜在的な利用者の利

用を促す持続可能な

公共交通サービスの

提供 

２．利用者増を目的とした

地域に適した交通運営 維
持 

課題３ 

自家用車からの転換と

公共交通利用の促進 

５．目的地に移動しやすい

公共交通ネットワークの

充実 

改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

高齢化の進行が予測される。 高齢者等を含む交通

弱者に対する移動手

段の確保 

３．高齢者・交通弱者の移

動手段の確保 確
保 

課題１ 

生活のための移動手段

の確保 

５．目的地に移動しやすい

公共交通ネットワークの

充実 

改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

資料１－２ 



 

現
況 

郊外の交通空白地域に立地

する医療施設・公共施設が一

定数ある。 

民間送迎車等の既存

公共交通と連携した

公共交通ネットワー

クの形成 

５．目的地に移動しやすい

公共交通ネットワークの

充実 
改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

行政境地域の隣接市への移

動ニーズが存在する。 

最寄りの鉄道駅を結

ぶ地域間路線の運行 

５．目的地に移動しやすい

公共交通ネットワークの

充実 
改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

高齢者の免許返納数の増加

に伴い、交通弱者も増加して

いる。 

自家用車に替わる

公共交通ネットワ

ークの形成 

１．交通不便地域の解消・

減少 
確
保 

課題１ 

生活のための移動手

段の確保 
３．高齢者・交通弱者の移

動手段の確保 

４．公共交通を利用しや

すい環境の整備 

改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 
５．目的地に移動しやす

い公共交通ネットワーク

の充実 

 

視
点 

現況・問題 
現況・問題に対する 

望ましい公共交通の姿 
分類 取り組むべき課題 

上

位

・

関

連

計

画 

所沢市都市計画マスタープ

ランでは、基本理念として

「コンパクト・プラス・ネッ

トワークな街づくり」を掲

げている。 

既存公共交通経路

から離れ孤立して

いる対応困難な地

域への交通施策の

検討 

１．交通不便地域の解消・

減少 確
保 

課題１ 

生活のための移動手

段の確保 

５．目的地に移動しやす

い公共交通ネットワーク

の充実 改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の

向上 

６．社会変化に応じた公

共交通の整備 

所沢市障害のある人もない

人も共に生きる社会づくり

条例では、障害のある人も

ない人も利用しやすい公共

交通機関を掲げている。 

障害のある人もな

い人も公共交通を

利用しやすい環境

づくり 

６．社会変化に応じた公

共交通の整備 
改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の

向上 

所沢都市計画都市計画区域

の整備、開発及び保全の方

針では、高齢者をはじめ誰

もが安心・安全に歩いて暮

らせるまちづくりを理念に

掲げている。 

公共交通機関の利

用促進による総合

的な交通体系の確

立 

５．目的地に移動しやす

い公共交通ネットワーク

の充実 改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の

向上 

６．社会変化に応じた公

共交通の整備 

所沢市マチごとエコタウン

推進計画では、地球温暖化

緩和策の推進の施策として

掲げている。 

公共交通の利用に

よる温室効果ガス

の排出削減 

４．公共交通を利用しや

すい環境の整備 

改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の

向上 

５．目的地に移動しやす

い公共交通ネットワーク

の充実 

課題３ 

自家用車からの転換と

公共交通利用の促進 

第２期まち・ひと・しご

と創生総合戦略では「街

の魅力アップ」を戦略方

針の一つとしている。 

「居心地が良く歩

きたくなるまちな

か」形成に寄与す

る、生活拠点への

アクセスや街なか

の公共交通の利便

性向上 

４．公共交通を利用しや

すい環境の整備 

改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の

向上 

５．目的地に移動しやす

い公共交通ネットワーク

の充実 

課題３ 

自家用車からの転換と
公共交通利用の促進 

 



 

視
点 

現況・問題 
現況・問題に対する 

望ましい公共交通の姿 
分類 取り組むべき課題 

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト 

買い物や通院、趣味などの私

事の移動手段は、公共交通よ

りも自家用車での移動の方

が多い。 

過度な自家用車依存

を防止する交通ネッ

トワークの強化 

１．交通不便地域の解消・

現象 確
保 

課題１ 

生活のための移動手段

の確保 

５．目的地に移動しやすい

公共交通ネットワークの

充実 

改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

路線バス、ところバス・ワゴ

ンの利用者が最も改善して

欲しい点・利用しない理由は

「運行本数が少ない」ことで

ある。 

利用者の移動ニーズ

に合わせた計画的な

運行と利便性向上 

５．目的地に移動しやす

い公共交通ネットワーク

の充実 改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

路線バス、ところバス・ワゴ

ンの利用者で運行に関する

改善以外に求める意見とし

ては「乗り場に屋根やベンチ

がない」ことである。 

スムーズな乗継ぎ及

び待合環境の改善 

４．公共交通を利用しやす

い環境の整備 
改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

ところバス・ワゴンを利用し

ない理由は「目的地へのルー

トが分からない」ことであ

る。 

公共交通のわかりや

すい情報提供（運行

回数・時刻、運賃、乗

り継ぎ等）を行い利

用促進 

５．目的地に移動しやすい

公共交通ネットワークの

充実 改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ 

With・ポストコロナ生活にお

ける利用者減少により経営

が悪化している。 

交通ネットワークを

見直し、施設利用者

の利便性向上を図り

潜在的な利用者の確

保 

地域公共交通利便増

進事業の導入 

２．利用者増を目的とした

持続可能な交通運営 維
持 

課題３ 

自家用車からの転換と

公共交通利用の促進 

５．目的地に移動しやすい

公共交通ネットワークの

充実 
改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

バス事業者の従業員新規募

集に対する応募件数が少な

い。将来的な運転士不足が懸

念される。 

担い手不足の解消 ２．利用者増を目的とした

地域に適した交通運営 
維
持 

課題３ 

自家用車からの転換と

公共交通利用の促進 

ところワゴン・タクシーの運

行事業者は平均年齢が 55 歳

以上と年齢が高く運転手の

高齢化が進んでいる。 

担い手不足の解消 ２．利用者増を目的とした

地域に適した交通運営 
維
持 

課題３ 

自家用車からの転換と

公共交通利用の促進 

危険バス停が存在する。 安全で乗降しやすい

バス停の整備 

４．公共交通を利用しやす

い環境の整備 改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

と
こ
ろ
バ
ス
利
用
実
態 

利用者が少ないコース・時間

がある。 

地域の特性に応じた

効率的な交通ネット

ワークの形成 

５．目的地に移動しやすい

公共交通ネットワークの

充実 

改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

改善して欲しい点として「数

が少ない・増やして欲しい」

との意見が多い。 

地域の特性に応じた

効率的な交通ネット

ワークの形成 

５．目的地に移動しやすい

公共交通ネットワークの

充実 
改
善 

課題２ 

公共交通の利便性の 

向上 

利用の多いコースでも、乗降

の少ない区間がある。 

公共交通利用の意識

向上と啓発 

２．利用者増を目的とした

持続可能な交通運営 維
持 

課題３ 

自家用車からの転換と

公共交通利用の促進 

 


